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１． はじめに 

河川水辺の国勢調査における誤同定を削減するため、

河川水辺の国勢調査を受託したコンサルタントの調査

者を対象に、河川水辺の国勢調査における同定に関す

る勉強会を開催するとともに、現場担当者からの声を

聴取し整理した。 

 

２．誤同定の状況 

平成 26 年度調査における同定疑義件数は、魚類 64

件、植物 7件、鳥類 2件、両生類爬虫類哺乳類 2件、

陸上昆虫類 220 件、底生生物 75 件であった。 

 

３．勉強会の開催 

 平成 28 年度は、同定疑義件数の多い陸上昆虫類、底

生生物を対象に、同定に関する勉強会を開催した。平

成 28 年 11 月 29 日に、一般財団法人水源地環境センタ

ー（WEC）会議室において、河川水辺の国勢調査の同定

に関する勉強会（陸上昆虫類、底生生物）を開催した。

公益財団法人リバーフロント研究所と WEC の共催、国

土交通省の後援によった。講師は、底生生物、陸上昆

虫類のスクリーニング委員各 4名である。国土交通省

1名、大学関係者 4名、コンサルタント等 62 名が参加

した。 

 

４．勉強会の内容 

 講師からパワーポイント、配布資料による説明があ

った。また、事務局からは、表－１、表－２に例示す

る平成 26 年度調査の同定疑義リストを配布し、同様の

同定疑義を回避するよう、注意喚起した。件数は、同

様の同定疑義があった件数であり、D はダムにおける

事例を示す。種名・学名の調査結果は、調査したコン

サルタントが同定した名称であり、修正はスクリーニ

ング委員等の見解をもとに修正した名称である。問合

せ事項は、当研究所またはスクリーニング委員からコ

ンサルタントへの問合せ事項であり、それに対するコ

ンサルタントの回答が、同定者コメントである。同定

疑義は、誤同定、上位止め、修正なし、削除に分類さ

れる。 

今後の水辺の国勢調査においても、同定疑義リストを

作成し、調査技術者に注意喚起し、同様の同定疑義の

削減を図っていきたい。 

 

５．勉強会における発言、質疑等 

勉強会において以下の発言、質疑等があった 

・標本の保管方法を検討した方がよい 

・コストパフォーマンスを考えた方がよい 

・採取方法の改善が必要 

・同定疑義の標本を提出してほしい 

・水国の生物リストは、国内のレファレンスになって

いるので、全種リストをつくり、同定タクサを設定

したらどうか 

 

６．アンケートの意見 

 勉強会において実施したアンケートの記述意見は

以下のとおりである。 

・底生、陸昆は種数が多いので、同定タクサをさらに

しぼってほしい 

・発注者の認識が重要で、発注者向け講習も必要 

・スクリーニング委員会の意見を公開してほしい 

・注意すべき種、確認すべき文献資料、WEB を整理し

てほしい 

・底生生物は貝類、甲殻類の説明もほしい 

・同定だけでなく、現地調査やトラップ仕様も対象に

してほしい 

・勉強会の結果はマニュアルの修正に生かしたい 

・同定技術、最新情報を共有でき同定精度向上に役立

つ 

・業者同士での情報交換や交流の場としても機能 

・多様なコメントを集める工夫として、適切な募集人

数、会場を考えてほしい                 
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・総合討論は、全分類群、システム等の問題まで一緒

にやるのもよい     

・時間は、もっと長く 12名、ちょうどよい 32 名、も

っと短く 0名であった 

・次回勉強会を希望する種は、魚類 31名、植物 21名、

鳥類 3名、両爬哺 16 名、プランクトン 13 名であっ

た 

 

７．おわりに 

 河川水辺の国勢調査における同定に関する講習会は、

全国の調査技術者と専門の講師が交流する機会となり、

誤同定の削減に有効と考えられ、両者ともに好評であ

った。今後、適宜、他の生物種についても開催するこ

とが望ましい。 

 

 

表－１．底生生物の同定疑義リスト（抜粋） 

表－２．陸上昆虫類の同定疑義リスト（抜粋）


